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フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン

と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

あ
る
。「
父
親
業
」と
い
う
間
口
の

広
い「
市
場
」を
創
造
し
、「
イ
ク
メ

ン
・
ブ
ー
ム
」の
火
付
け
役
に
な
っ

た
お
か
げ
で
、
瞬
く
間
に
、
全
国

的
な
認
知
度
と
支
持
を
集
め
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
だ
。

　

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー

で
あ
る
安
藤
哲
也
氏
は
、
長
ら
く

出
版
業
界
で
営
業
、マ
ー
ケ
ッ
タ
ー

と
し
て
、
い
く
つ
か
の
企
業
を
渡
り

歩
い
て
き
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
書
籍
ｂ

ｋ
１
や
楽
天
ブ
ッ
ク
ス
の
立
ち
上

げ
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
安
藤
氏
は
、「
父
親
と
い
う

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、世
帯
数
で
み
れ
ば

３
千
万
人
近
く
が
い
て
、
さ
ら
に
、

毎
年
１
０
０
万
人
以
上
の
子
ど
も

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、新
規
に
父
親
に
な
る
人
が
、
毎

年
１
０
０
万
人
以
上
い
る
わ
け
で

す
。し
か
し
、こ
の
父
親
と
い
う
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
手
付
か
ず
だ
と
い
う
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
」と
語
る
。

　

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
の
２
０
０
７
年

は
、
前
年
に
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

で
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
立
ち
上
げ
た

ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
し
て
、一
気
に
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
さ
ら
に「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」と
い
う
言
葉
も
取
り
ざ

た
さ
れ
て
き
た
年
で
も
あ
っ
た
。

「
07
年
の
活
動
開
始
と
い
う
の
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
絶
好
で
し

た
。
し
か
も
、
社
会
的
風
潮
と
し

て
、
男
性
も
育
児
に
参
加
す
べ
き

と
い
う
風
が
吹
い
て
い
た
の
で
、活

動
当
初
か
ら
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、一
挙
に
認

知
度
が
高
ま
っ
た
。
お
か
げ
で
寄

付
金
を
集
め
る
の
に
も
苦
労
は
な

か
っ
た
」（
安
藤
氏
）

　

つ
ま
り
、
経
営
的
戦
略
と
し
て
、

入
念
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
を
行
っ
た
う
え
で
、「
父
親
業
」な

る
新
た
な
市
場
を
見
事
に
創
造
し

た
の
だ
。
さ
ら
に
は
、広
報
的
戦
略

と
し
て
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
に
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い

い
の
か
を
、
じ
っ
く
り
と
見
定
め
た

う
え
で
、活
動
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
、「
パ
パ
検
定
」な
る
認
証

を
設
け
て
、
実
際
に「
あ
る
べ
き
父

親
」と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
う

え
で
、
そ
の
場
で
セ
ミ
ナ
ー
を
受

け
ら
れ
る
な
ど
、
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
の
仕
掛
け
も
行
い
、
事
業
収

益
を
上
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
内
閣
府
の
２
０
１
１
年

調
査
で
は
、
こ
ん
な
数
字
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
個
人
か
ら
寄
付
を

得
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
４
割
に
も

満
た
な
い
。
さ
ら
に
、企
業
や
他
の

法
人
か
ら
寄
付
を
得
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
至
っ
て
は
２
割
以
下
。
総
収

入
自
体
が
５
０
０
万
円
以
下
の
団

体
は
、
53
％
に
及
ぶ
。

　

２
０
１
１
年
に
改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

が
成
立
し
、
寄
付
の
税
制
優
遇
を

受
け
ら
れ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設

立
に
関
し
て
手
続
き
が
簡
素
化
し
、

認
定
要
件
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。

　

つ
ま
り
、
制
度
上
の
整
備
は
進

ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、肝
心

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
体
が
追
い
付
い
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
収
入
源
は
次
の
４
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
①
寄
付
・
会
費
、

②
対
価
性
事
業
収
益
、
③
企
業
と

の
協
働
に
よ
る
協
賛
金
、
④
補
助

金
・
助
成
金
。
し
か
し
、
こ
の
４
つ

の
収
益
源
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う

と
い
う
団
体
は
極
め
て
少
な
い
。

「
そ
も
そ
も
、
自
前
で
調
達
で
き

る
資
金
源
と
外
部
に
依
存
す
る
収

入
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
い
う
、

財
政
構
造
そ
の
も
の
に
対
す
る

姿
勢
が
甘
い
」（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
・
坂
口
和
隆
事
務
局
次
長
）

　

寄
付
金
・
会
費
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
よ
る
対
価
性
事
業
の
収
益
は
、

自
前
で
調
達
で
き
る
資
金
源
だ
か

ら
、
急
増
し
な
い
代
わ
り
に
急
減

も
し
な
い「
安
定
的
財
源
」だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
企
業
と
の
協
働

　1998年にNPO法（特定非営利活動促進法）が成立してから15年。現在までに５万近いNPOが生ま
れた。だが、その半数以上は年間収入が500万円未満と、個人事業と変わらない規模だ。一方、米国の
NPOには総収入が数十億円から600億円規模にまで達する「メガNPO」が存在する。どうすればこの
「成長の壁」を乗り越えられるのか。� 編集委員＝高馬 卓史

で
得
ら
れ
る
協
賛
金
や
行
政
か
ら

の
事
業
委
託
費
と
し
て
の
補
助
金

や
、
民
間
財
団
か
ら
の
助
成
金
は
、

い
つ
打
ち
切
ら
れ
る
か
分
か
ら
な

い「
不
安
定
財
源
」だ
。

　

寄
付
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
れ
ば
、
い

か
に
寄
付
・
会
費
を
増
や
す
た
め

に
、募
金
イ
ベ
ン
ト
や
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
寄
付

の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高

め
る
手
段
が
必
要
だ
。

　

寄
付
型
の
欧
米
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、

寄
付
文
化
が
定
着
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
た
い
て
い
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、

年
に
１
回
は
募
金
パ
ー
テ
ィ
を
開

催
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
。
ひ
と

晩
で
数
千
万
円
を
集
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

も
あ
る
と
い
う
。

　

事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
れ
ば
、サ
ー

ビ
ス
の
対
価
と
し
て
の
収
益
を
い

か
に
増
や
せ
る
か
。
そ
れ
は
、
ま
さ

に「
顧
客
創
造
」「
市
場
創
造
」で
あ

り
、
事
業
会
社
と
な
ん
ら
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。

　

日
本
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
改
正
さ

れ
、認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
れ
ば
、寄
付

額
を
所
得
控
除
あ
る
い
は
税
額
控

除
で
き
る
制
度
が
で
き
た
。
今
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
抱
え
る
課
題

世界を変えるNPOの条件
　昨年、邦訳された『世界を変える偉大なNPOの条件』（レスリー・R・
クラッチフィールド＆ヘザー・マクラウド・グラント共著）では、何百
というNPOを取材、調査したうえで、米国において最も影響力をも
つ12団体を選び抜き、さらに彼らに共通する「成功の条件」６原則を
抽出した。彼らはいずれも予算規模が数十億円以上、600億円規模
という団体もある。活動範囲も全米に及ぶ「メガNPO」だが、日本の
NPOの将来的ベンチマーク（規範）として紹介する。
 １　政策アドボカシー（提言）とサービスを提供する─NPOの本来
的使命とは「社会変革」することにあるが、そのためには、行政に政策提
言をして、国の仕組みそのものを変えることが、最も効果的だ。同時に
独自のサービスを提供することによって、市民の支持を得ることが重要。

 2　市場の力を利用する─企業の行動そのものを変える働きかけ
をすること、あるいは、企業と協働することによって、企業が持つ広
範囲な市場にミッションを働きかけることができる。

 3　熱烈な支持者を育てる─継続的なボランティアや寄付者を育
てることによって、組織は安定し、また規模も拡大できる。そのため
には、いかに参加意識を高めるかが重要。

 4　NPOのネットワークを育てる─自団体のみでは達成できない
ミッションであれば、他の団体との連携を図るべき。決して、他の団
体を「競合」と捉えてはならない。

 5　環境に適応する技術を身につける─社会的変化、制度改正な
ど、外部環境の変化によって、市民のニーズも変化する。その環境に
適応して、組織もイノベートしなければならない。

 6　権限を分担する─カリスマ的リーダーに頼ってはならない。
常に組織として複数の幹部職員に権限を分担することで、後継者も
育つ。さらには、理事会を効果的に使う。

日本国内41カ所、国外４カ所に広がるグリーンバード。ロゴが入ったグリーンのビブスがトレードマークだ

「
寄
付
文
化
な
い
」は
言
い
訳

成長成長の条件
FEATURE STORY  1NPO NPO 成長の条件成長の条件
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